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植
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植
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第
二
卜
五
巻

A. 
λ 

第

扱

四

ぼ
医
ほ
但
ほ
巴
一
九
比

英
本
幽
枯
式
銀
行
~
本
出
七
一
円
三
一
一
A

-

A

(
主
町
五
、
い
』
Iμ

一
五
、
伝
恒
八
、
岡
山
北

英
本
陣
私
立
銀
行
一
一
九
一

4

E

回

蘇

椅

刷

地

入

銀

行

ム

ー

肱

↑

三

」

ム

戸
主
的
一
一
、
口
明
一
一
、
一
一
川
口

-
4
三

-444

E
商
品
、
比

T
2
由

一

九

一

1

i

z

g
E
4
4
3
j戸
支

出

一

喜

一

三

一

一

三

言

組

行

v 

組

姐

一
九
二
六
年
度
に
於
け
る

愛
附
の
銀
行
放
は
、
一
九
一
一
一
一
年
ま
で
は
会
変
闘
の

も
の
で
あ
る
が
、
愛
関
白
山
附
山
況

ω給
処
そ
れ
い
以
鋭

は
北
焚
酬
の
三
行
の
み
を
敷
へ
る
。
こ
の
お
の
示
す
が

如
(
、
銀
行
令
俳
的
傾
向
は
近
年
就
へ
た
が
、
支
町
川
増

加
的
趨
勢
は
依
然
ピ

L
て
雄
で
あ
る
。
(
出
一
)

(
位
三
日
本
山
首
組
飢
行
酎
は
、
大
正
十
制
作
木
一
、
h
一一一七、大

正
十
五
年
末
一
、
凹
ニ
O
(株
式
削
帥
一
J
一一四
F

、
合
名
刺
帥
ニ
士
、

合
費
組
織
=
一
五
、
個
人
組
帥
一
λ
)

で
あ
る
町

英
岡
銀
行
界

.. 

上

遁

清

治

品
五
ノ
ミ
ス
ト
誌
は
、
本
年
T
h
H
十
四
日
山
間
鉱
に
於
て
、
一
九
二

六
年
度
白
蛇
凶
鈍
行
持
白
川
也
監
組
じ
て
ゐ
る
。
以
下
、
同
誌
の
岬
ふ

る
殿
宇
去
を
中
心
・
と
し
て
英
国
銀
行
界
内
註
訓
を
簡
単
に
制
介
す
る
。

但
し
、
英
山
銀
行
自
分
は
倒
立
上
之
を
省
〈
。

一
銀
行
級
品
近
二
十
六
年
間
に
於
り
る
英
同
り

銀
行
数
は
、
次
の
如
、
吉
増
滅
的
数
字
を
示

L
τ
b
z
o

串
一
議

日刊誌鍋行制査局、金融

=
梯
込
資
本
金
、
準
備
金
夜
預
金
一
九

O
O年

比
ふ
り
一
九
二
六
年
ま
で
に
‘
英
本
凶
銀
行
仁
於

τは、

什
桃
山
資
本
金
は
六
千
百
高
山
明
か
ら
七
千
六
百
高
副
閉

じ、

hu
準
備
金
は
三
千
五
両
五
十
前
向
防
止
ら
六
千
二
一
白

~--一山ー

制

行

E置

"' 



五
十
高
械
に
、
作
預
金
は
五
億
4
千
七
百
高
潮

hrM十

入
低
四
千
八
百
高
砂
に
、
増
加
し
て
ゐ
る
0
1
E
2
Z

の
3

に
謝
1
る
割
合
は
一
三
・
四
弱
か
ら
七
・
六
併
以
下

に
低
下
し
花
。
こ
の
割
合
の
最
低
ψ
数
字
は
一
九
一
九

年
ゆ
五
・
七
弱
で
あ
っ
た
が
、
爾
来
1

2
の
増
加
古
3
の

減
少
Z
の
た
め
に
糊
究
上
b
っ
、
わ
る
。

次
に
英
国
全
国
に
於
け
る
銀
行
の
資
本
金
ピ
準
備
金

古
の
最
近
り
措
置
化
を
示
す
。

第

表

資
本
金
泣
地
価
金
(
単
位
千
時
)

叫
行
内
稲
如

一一一一

一
丸
三
五
年
二
九
一
一
六
年
一
噌
減
比
較

美
、
ニ
一
五
山

哲一、同
A
コ
一
+

=、申告主ム↑。一
-一、同口坦

-
Z
J
P
一
+

-、A
O口

ニ、同ロリ

英
本
間
枇
式
lill 
行

中安準資串安中費

備本側本備本側本

金金金金金金金金

資
本

ユー-にュ古書、、、、 A 、、、

空会主嬰孟霊会自
マ

英
本
岡
私
立
斜
計

蘇
格
闘
株
式
銀
行

北
愛
閥
幹
式
銀
行

合

尚一4
J
一一一八

預
金
tl 

最

主
数
年
間

減
少
日〉

傾
向ー
で有
あ豆
つ(+)

11. 
I1; 、

言F

a長

一
九
二
六
年
度
に
於
げ
る
実
同
銀
訂
岡
野

樟

=、一九三

一、向
h

雪
山き

h
q
 

回、
h
E

一
一
九
二
六
年
度
に
は
失
表
の
如
(
四
千
二
百
五
十
前
同
時
間

増
加
し
て
ゐ
る
。
然
し
五
大
銀
行
の
み
で
五
千
臨
時
閉
以

上
も
増
加
し

τゐ
る
事
守
見
逃
し
て
は
な
ら
泊
。
的

ち
、
預
金
の
一
流
銀
行
へ
の
集
中
傾
向
が
分
る
。

" 

第

三

表

金

(

翠

位

千

唖

)

側
行
伽
一
一
九
一
一
五
五
一
緒
一
-
九
二
六
年
一
川
崎
唯
一
増
減
比
較

一
均
一
結
晶
子
、
A
D
R
J
一
三
八
千
二
一
ベ
兄
、
石
一
↑
企
・
4
官
、
空
一
一
川
一
7
2

諒

吋

一

毛

、

互

支

・

一

-Z-九一
A
0

・一一
m
-
-
二

百

工

時
時
伸
一
言
、
九
回
一

A
7

一
一
一
夫
、
全
一
一

A
7
同
一
日
-
-
、
一
三
河
口
-
h

叫
誠
一
一
明
一
君
、
口
4

4

A

H

・L
Z

D

」
一
回
て
岡
、
士
山
量
削
一
-
一
一

合
計
一
ニ
二
一
三
川
止

A
Z一
一
三
室
内
同
一
八
円
・
市
世
一
五
三
百
三

預
金
の
抱
負
債
に
封
す
る
割
合
は
、
こ
の
表

ω示
す

が
如
〈
塙
加
し
っ
、
あ
る
が
、
一
九
二
三
年
の
入
七
・
二

μ
じ
は
屑
か
な
い
。

備
引
受
手
形
の
金
額
は
、
一
九
二
六
年
末
に
は
一
一
億

一
千
入
有
高
磁
で
あ
っ
て
、
一
九
二
五
年
末
よ
h
も
千

人
百
高
勝
税
減
少
し
て
ゐ
る
o
但
L
、
地
方
銀
行
に
つ

い
て
い
u

へ
ば
棉
の
値
下
ち
に
蹄
困
L
τ
ゐ
る
事
も
あ
ら

'
h
ノ。

首

古
z 
-， " 

鉱
工
+
五
巻
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雑

録

一
九
二
六
年
度
に
於
け
る
英
図
担
行
界

第
二
十
五
巻

九
O 

第

雷

大

又
銀
行
券
の
後
行
商
は
、
蘇
格
蘭
己
北
愛
蘭
己
を
合
知
貸
正
を
厩
別
す
る
銀
行
正
函
別
せ
な
い
抑
制
行
芭
が
あ

し

τ二
千
阿
百
人
十
高
磁
俄
で
(
年
末
)
、
一
九
二
五
年
る
が
、
英
本
闘
で
は
こ
の
項
目
の
金
額
で
九
割
五
分
を

未
の
そ
れ
よ
・
り
も
百
二
十
高
磁
品
開
b
減
少

L
て
ゐ
る
。
一
一
不
す
銀
行
が
、
前
者
に
属
す
る
o

と
の
租
の
銀
行

ωみ

(
英
焔
銀
行
の
ぞ
れ
は
一
億
四
千
七
十
高
磁
倫
で
、
前
一
に
つ
い
I

て
云
へ
ば
、
二
項
円
純
計
で
一
九
二
五
年
よ

b

年
に
比
し
て
四
百
高
時
間
許

h
減
少
し
て
ゐ
る
O
)

一
も
一
一
一
百
六
十
両
市
鴫
増
加

L
て
居
る
o
表
の
上
で
二
百
二

三
現
金
権
高
、
ヨ

l
ル
夜
慢
期
沼
知
貸
現
金
子
一
十
世
尚
陥
惜
し
が
増
加

L
亡
ゐ
な
い
の
は
、
ニ
の
一
項
目
伝

許
在
高
(
英
側
銀
符
に
於
け
る
幌
児
勘
定
及
英
閥
会
同
一
回
別
せ
な
い
銀
行
の
或
者
が
、
二
百
高
砂
以
上
も
前
年

諸
銀
行
に
劃
す
る
取
立
小
切
手
、
帳
尻
勘
定
を
合
む
)
、
度
よ
b
減
少
し
て
居
る
錦
で
あ
る
。
叉
現
金
手
許
在
高

コ
1
F
及
一
知
期
通
知
貸
は
、
総
額
に
於
い
1

て
少
し
〈
増
の
預
金
に
謝
す
る
割
合
を
、
玉
大
銀
行
に
就
い

τ見
る

加
し
て
ゐ
る
が
、
会
資
産
に
劃
す
る
割
合
に
於
い
て
に
、
一
九
二
四
年
末
仁

U
二

7
四
弾
二
九
二
五
年
末

は
、
寧
ゐ
や
、
低
下

L
て
ゐ
る
。
帥
も
次
表
の
週

b
で
に
は
一
三
・
一
折
、
一
九
二
六
年
末
に
は
二
一
・
入
M

切
で

あ
る
ο

あ
る
。

第
凹
表
現
金
在
高
ヨ

i
ル
及
短
期
迦
知
貸
(
車
位
千
鶴
)

山
川
行
脚
一
プ
九
二
五
年
一
峰
崎
川
一
一
九
二
六
年
一
品
一
段
一
場
減
比
較

県
本
闘
l
1
2
-
一一ニ
-
z

一

1
1
?
一・
:
A
一J
B

E

L

L

i

-

3

L

丈
一
副
行
」
四
回
一
、

k
u
ュ7
一
ニ
一
回
目
空
間
一
三
・
一
一
山
い
一
一
、
ュ
云
い
け
ロ
-
Z

英
本
闘
私
一
エ
ミ
コ
L

一:
-
E
h
-
-
p
一寸

-
S
H
I
t
-
3

立
佐
川

1
一
-
一
、
八
口
九
一
七
九
旦
、
売
も
一
九
・
一
け
君
J
Hニ
A
-
D

W
Lド
相
吉
一
つ
一
-
-
一
一
口
・
士
売
、
売
↓
一
一

z
口
・
一
-
弓
者
同
一
一
円
一
ニ
一

北
愛
刷
一
五
、
L
-
B

一一
3

-

一
、
、
E

一
3

一A
，

i
L
A
F
-
-

‘

武
銀
行

-

z

、
金
一
一
口
・
ニ
点
、
回
一
九
一
一
口
・
』
け
呉
刷
t
「
也
-
A

合
計
一
五
一
口
、

A-1-・1
五三、
t
i
-
5
・パ一川
-
1
哲
一
命
ロ
・
五

各
銀
わ
及
英
山
同
銀
行
現
金
在
高
正
コ
1
p
l
A
短
期
辿

←一一一一

四

投
資投

銀
行
の
投
資
は
失
表
の
通
bd
で
あ
る
。

第

五

表

資

額

(

即

位

千

碩

)

銀

行

自

プ

L

二一

ι
「

T
全
脊
躍
了

L
-
-

副

知

一

-
1
こ
ヨ
ー
と
の
笠
一
タ
ご

英
本
因
株
主
二
、
三
一
三
Z
L

式
保
行
三
一
4
1一

-z
一」

英
本
因
私
阜
、
z

L

4

a
司

L

立
銀
行
ヨ
一
一
三
↑
ι
ョ一

蘇

栴

地

株

主

2
3
L
1
3一

式
銀
行

zzc」
Z

ニ
C

一

北
慶
尚
株
亡
、
L
J
L

ユユ一一

試
制
行

3
4
3
t
」一二一一-一

一九 昌

一号ー三J三三三回
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子11

FI 
何i

式北式藷立英式英描娼
拙愛騨拍車本部本山完

行醐行揃行間1ill"踊11
ー盤ー盤←主ιょ:二二

日~ ~ム
奈留さ去の費
ム乙ニ圭タ:;"~

九

竺;.;I j三
日去年
H二令?

蚕豆奇毛〉区内
Jえ圭品二対r;t
(ー +ll+)(+サ

~出入;;.'.~

奇喫芸JE
I二日三千 +)(+) 
口一八四

国昌ユエ

自|引
21u
引か』

聞
も
銀
行
の
投
資
額
は
、

一
九
二
六
年
に
は
千
四
百

こ
は
主
ご
し
て
政
府

一
九
二
六
年
の

会議
債務
に以
当時上
すを
る減
投少
f.tし
りて

減ぬ
、少る
にカf
基

英
本
凶
株
式
銀
行
の
み
で
こ
の
会
債
投
資
の
減
少
額

は
入
百
高
山
閉
じ
上
っ
て
ゐ
る
が
、
他
の
銀
行
で
も
同
様

仁
大
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

一
九
二
三
年
以
来
著
し
い
現
象
で
、
一
九
一
一
六
年
迄
の

問
に
英
本
国
株
式
銀
行
の
み
で
九
千
前
向
勝
以
上
も
減
少

し
て
ゐ
る
。

茸
割
引
夜
貸
付
英
国
語
銀
行
は
、
一
般
の
手
形

t
大
賊
省
諮
券
ご
を
砥
別
し
て
ゐ
な
ド
か
ら
、
一
般
の

手
形
割
引
の
み
の
後
化
は
明
ら
か
で
な
い
w
o

是
れ
の
み

な
ら
守
、
骨
肉
本
闘
の
株
式
銀
行
以
外
の
諸
銀
行
は
割
引

芭
貸
付
d
を
区
別
し
て
政
表
せ
な
い
。
放
に
衣
に
英
国

会
闘
の
割
引
及
貸
付
額
の
表
を
示
し
、
後
に
英
本
闘
株

式
銀
行
の
割
引
額
E
貸
付
額
ぜ
を
掲
げ
る
事
正
す
る
o

修
大
表

割
引
額
と
貸
付
額
純
計
(
車
位
千
碕
)

弾

能

-
・
九
二
六
年
度
に
於
山
り
る
英
同
輯
訂
界

晴

鴻

比

韓

三
口

宅

玉
宍
口
先
ニ
歪
・
2
1
8
4
、一芸

ヨュ、-一昌也八

合

言十

素
-
可
一
、
宮
司
王
A

英
本
国
株
式
銅
仔
倒
引
額
と
貸
什
闘
(
車
位
干
暗
}

第
七
来

楓貸剖

計付引

一九
、 一一
這富毒事、、、恒

三主iニ
一
九
一
一
六
年
一
i
E
 

i
i
 

主
主
、
岩
-

1
三
点
、
室
内
-

(十)(十)(十)噌

滅

突天九比、、、帥
古~ ~­
命室己

割
引
は
、
一
九
二
五
年
度
に
千
百
高
磁
己
減
少
し
た

の
で
あ
る
が
、
一
九
二
六
年
度
に
は
約
千
高
勝
を
増
加

し
て
居
る
o

貸
付
は
、
一
九
一
一
五
年
度
に
四
千
七
百
高

勝
、
一
九
二
六
年
度
に
三
千
九
百
高
磁
増
加
し
た
の
で

あ
る
。
然
ら
ば
貸
付
金
の
預
金
に
劃
す
る
割
合
は

E
い

ふ
に
二
九
二
五
年
末
に
五
ニ
・
ニ
叫
ぺ
一
九
二
六
年
末

仁
五
三
併
で
矢
張
棺
加
し
て
ゐ
る
。

第
二
十
五
巷

丸

第

観

t 

， "・"



煙

峰

固
際
組
済
合
議

第
二
十
五
世

九

第

披

= 
凡

六
管
業
用
土
地
建
物
反
什
器
等
替
業
用
土
地
漣

物
及
什
探
等
の
見
積
額
を
見
る
に
、
英
本
国
株
式
銀
行

u一
二
千
三
百
五
十
両
市
問
、
蘇
格
闘
で
は
五
百
高
磁
・
北

愛
闘
で
は
五
ト
高
砂
で
ゐ
っ
て
、
夫
々
の
資
本
及
準
備

金
合
計
額
に
封
す
る
割
合
は
、
二
凹
・
一
折
、
ニ

0
・三

%
二
子
五
%
じ
な
る
。
私
立
銀
行
の
そ
れ
は
大
鶴

少
初
で
あ
る
。

七
負
債
繍
計
額
と
資
産
繍
計
額
結
後
に
英
附
銀

行
以
外
の
英
刷
会
閥
銀
行
の
負
債
総
計
額
ご
資
産
総
計

額
ピ
を
示
す
ご
、
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。

ぽ
崎
県
九
二
五
年
τ
九一一士年一

Z
比

較

現
金
一
品
、
宮
l
J
E
E
-
-
t
i

〓J
リ
リ
円
l
J
リ

ル
及
畑
山
想
曲
知
貸
一

Z
D
A

、
一
一
言
、
A

2

1

一ヨ-一社一正-一、主一

投
資
翻
」
児
三
、
実
一
回
J

円、会同一同一一
z
Jう
叶
一
回
、
話
五
一

割
引
止
貸
付
一
一
、
き

2
一-u一一」重、口九九二、
g
H
一
宇
州
吾
一
日
露

姐
物
土
地
そ
の
他
一
-
充
、
手
一

-Jg一
、
一
一
三
-
君
、
一
紅
白
一
三
八
一

I
l
l
1
1
1
1
S
I
l
l
i
-
-
T
I
l
l
-
-
-ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l
L
l
l
l
l
l
l
t

総

計

て

1
2、主
Nτ
一
、
突
、
石
三
、
室
、
皇
川
一
一
3
5一

こ
れ
で
分
る
が
如
〈
、
預
金
の
増
加
は
制
引
及
貸
付

械
の
府
加
に
及
ば
な
い
。
叉
第
九
表
に
於
り
る
雄
物
土

地
そ
の
他
己
い
ふ
の
は
、
必
千
'
し
も
融
引
け
業

mの
み
で
は

な
〈
、
手
形
引
受
の
捻
保
物
正
を
合
ん
で
ゐ
る
の
で
あ

る
o

郎
ち
、
第
人
表
の
手
形
引
号
相
内
減
少
E
第
九
表

仁
於
け
る
こ
の
項
目
の
減
少
正
は
大
間
相
肱
す
る
も
の

で
ゐ
ち
う
。
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